
　 １．　評 価 結 果 概 要 表
【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】
事業所番号

事業所名

評価機関名

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】（平成２０年２月２２日事業所記入）

1 ユニット 人

7 人

（２）建物概要

造り 　

1 階建ての ～1 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

家賃（平均月額） 円 その他の経費(月額) 円

敷　　　　金

食材料費 朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

円

（４）利用者の概要（平成２０年２月２２日現在　）

利用者人数 7 名 男性 4 名 女性 3 名

要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４

要介護５ 要支援２

年齢 平均 83 歳 最低 80 歳 最高 89 歳

（５）協力医療機関

運営推進会議は、町内４箇所の同業者が合同で３か月に１回開催してい
る「国富町認知症対応型共同生活介護連絡協議会」の中で行われてお
り、社会福祉協議会・役場・民生委員・区長・家族代表等を交えて、活
発な意見交換がなされている。当ホームを含め、地域一体となって成長
していこうとする姿勢が見受けられる。

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

地域自治会に加入され、常に地域住民の方々にあいさつや声かけを行
い、地域の行事に参加したり、逆にホームの行事に招待するなど親密な
関係作りに向けた努力がなされている。地域の奉仕活動等の参加につい
ても前向きに検討が行われている。

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

今年度の苦情・相談は１件寄せられている。苦情・相談を受ける公共機
関の案内も重要事項説明書の中に記載されており、面会時に家族が職員
に気軽に話ができる雰囲気作りに努められているが、ホームからの情報
提供、家族からの情報収集の面で再考していただきたい部分がある。

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

　　昭和・平成１４年７月１日

利用定員数計 　

　有（　　　　　　円）
　無

有　／　無
有りの場合
償却の有無

7

または1日当たり

（１）組織概要

法人名

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会

所在地

“地元の高齢者が認知症になっても、地域の中で普通に生活できる場(施設)
の確立”を目標に、代表者・管理者・職員が一体となって前向きにケアに取
り組んでいるホームである。特に個人援助に力を注いでおり、利用者と職員
が１対１で接する機会を尊重し、それに沿った個別プランが作られている。
職員自身も向上心が強く、多くの研修会に積極的に参加し、ケアサービスの
向上にそれらの知識が反映できるよう日々研さんされている様子が随所にう
かがえる。

訪問調査日

4571900275

所在地

建物構造

ユニット数

職員数

開設年月日

700

保証金の有無
(入居一時金含む)

21,000

協力医療機関名 医療法人俊生会田中外科医院

2

2

0

2

1

0

平成20年3月14日 評価確定日 平成20年4月25日

木造

宮崎県宮崎市原町２番２２号

有限会社一期一会

グループホーム吉祥

宮崎県東諸県郡国富町大字竹田１６１４

（電　話）0985-75-9821

作成日　平成２０年４月２５日　

　有（ 63,000 円）　　　　　無

重
点
項
目
① 代表者・管理者・職員それぞれが自らの役割や取り組むべき項目を抽出

し、利用者が安心して暮らせる場の提供に向けて地道に取り組んでい
る。これまでの姿勢に満足せず、次のステップにつなげて行きたいとい
う心意気が感じられる。

前回の改善課題については、すべてにおいて検討を行い前向きに取り組
まれている。広報紙発行・危険物管理・利用者の状態に応じた対応・金
銭管理・説明書の一括化については改善済みであるが、同じ食事を摂る
項目のみが検討中となっている。

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

常勤７人,  非常勤１人,  常勤換算７．４人 今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

1 社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会　福祉サービス評価機構


